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数学者ジョサイア・ウィラード・ギブス（Josiah Willard Gibbs, 1839–1903）によ
り整備され，現代の統計力学の基盤となったとされる理論である．これまで，統計力
















































































内容が検討された．プランク(Max Planck, 1858–1947)やツェルメロ（Ernst Zer-melo,
 1871–1953）による評価に代表されるように，そこでは『諸原理』におけるエントロ
ピーの統計力学的な定義が問題となっており，ボルツマンによる定義が好まれること
も多かった．対してオランダのローレンツ（Hendrik Antoon Lorentz, 1853–1928）と


































このことは，ギブス理論を採用したランダウ=リフシッツ(Lev Landau, 1908–1968;  









明された（1913年）後，最終的に1930年代初頭のバーコフ（George D. Birkhoff, 1884





























































































































  なお，２０１５年１月２７日，調査委員３名が論文内容とそれに関連した事柄に 
ついて口頭試問を行った結果，合格と認めた． 
 なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公
表に際しては，当分の間，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとする 
ことを認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
